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植
樹
者
募
集

　

寒
い
冬
が
近
づ
い
て
、
ス
ト
ー

ブ
を
使
う
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
は
石

油
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
に
比
べ
て
安

心
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
最

近
で
は
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の

火
災
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
次

の
火
災
事
例
を
参
考
に
、
ス
ト
ー

ブ
を
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
火
災
事
例
】

①
電
気
ス
ト
ー
ブ
：
厳
し
い
寒
さ

の
た
め
、
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま

ま
寝
て
し
ま
い
、
寝
返
り
を
打
っ

た
こ
と
で
布
団
が
電
気
ス
ト
ー
ブ

に
接
触
し
、
出
火
し
た
。

②
電
気
ス
ト
ー
ブ
：
た
こ
足
配
線

で
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
、
つ
け
っ

ぱ
な
し
に
し
た
ま
ま
そ
の
場
を
離

れ
て
居
間
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た

と
こ
ろ
、
急
に
家
の
電
気
が
す
べ

て
消
え
、
部
屋
に
戻
る
と
、
電
気

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
か
ら
出
火
し
て

1　

寒
く
て
も
、
ス
ト
ー
ブ
を
つ

け
た
ま
ま
寝
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

2　

ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま

で
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

3　

た
こ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

4　

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し
て
、

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
蓋
は

し
っ
か
り
と
締
め
ま
し
ょ
う
。

5　

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

い
た
。

③
石
油
ス
ト
ー
ブ
：
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
タ
ン
ク
に
給
油
後
、
キ
ャ
ッ
プ

の
締
め
付
け
が
不
十
分
で
あ
っ
た

た
め
、
タ
ン
ク
を
ス
ト
ー
ブ
に
収

納
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
灯
油
が

こ
ぼ
れ
て
、
ス
ト
ー
ブ
の
燃
焼
筒

に
か
か
り
、
出
火
し
た
。

ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

―
滞
納
市
税
と
滞
納
保
険
料
の

 

一
掃
を
目
指
し
て
！
―

11
月
及
び
12
月
は「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」で
す
。

問
合
せ
納
税
課（
○伏
☎
611
·
１
７
３
７

○深
☎
642
・
３
４
２
７
○醍
☎
571
・
６
３
１
８
）

保
険
年
金
課（
○伏
☎
611
・
１
８
７
1

○深
☎
642
・
３
８
１
3
○醍
☎
571
・
６
５
６
８
）

Ａ　
市
税
は
、
納
税
者
に
自

主
的
に
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

市
税
の
納
付
が
な
い
場
合
は
、
税

負
担
の
公
平
を
保
つ
た
め
、
滞
納

者
に
対
し
て
法
令
に
基
づ
い
た
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
区
役
所
・
支

所
の
納
税
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
納
税
課
（
◯伏
☎
611
・
１
７

３
７
◯深
☎
642
・
３
４
２
７
◯醍
☎

571
・
６
３
１
８
）

641
・
５
１
１
１
）
＊
２
は
東
山
税

務
署（
☎
561
・
１
１
３
１
）、
又
は

市
法
人
税
務
課
特
別
徴
収
担
当

（
☎
213
・
５
２
４
６
）

■
固
定
資
産
税
の
非
課
税
に
係
る

申
告
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

を
課
税
の
対
象
と
し
、
そ
の
所
有

日　時 会　場

11/24（木） 14時～16時
呉竹文化センター ＊1
（伏見区京町南7丁目
京阪丹波橋駅西出口すぐ）

11/21（月）
13時30分～
15時30分

東部文化会館 ＊2
（山科区椥辻西浦町）

■
平
成
23
年
分
年
末
調
整
（
給
与

支
払
報
告
書
等
作
成
）説
明
会

　

平
成
23
年
分
の
年
末
調
整
の
方

法
や
、
平
成
23
年
中
に
支
払
わ
れ

た
給
与
に
か
か
る
給
与
支
払
報
告

書（
源
泉
徴
収
票
）等
の
住
民
税
や

所
得
税
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提

出
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

問
合
せ
＊
１
は
伏
見
税
務
署
（
☎

者
に
対
し
て
毎
年
課
税
さ
れ
る
も

の
で
す
が
、
一
定
の
要
件
（
※
）

を
満
た
す
公
共
の
用
に
供
し
て
い

る
道
路
等
に
つ
い
て
は
、
非
課
税

と
な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
、
非
課
税
申
告
書
を
、
資
産
の

所
在
す
る
区
役
所
・
支
所
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
※
主
な
要
件
：

①
土
地
の
全
体
又
は
一
部
が
道
路

構
造
物
等
（
側
溝
等
）
に
よ
り
明

確
と
な
っ
て
い
る
幅
員
1.5
メ
ー
ト

ル
以
上
の
道
路
で
あ
る
場
合
②
道

路
利
用
に
関
し
何
の
制
約
も
設
け

ず
、
現
に
一
般
交
通
の
用
に
供
し

て
い
る
場
合
③
道
路
の
両
端
が
非

課
税
の
道
路
に
接
し
て
い
る
場

合
、
又
は
一
端
の
み
が
非
課
税
の

道
路
に
接
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
も
当
該
道
路
に
接
す
る
家
屋
が

2
軒
以
上
存
在
す
る
場
合
）

問
合
せ
固
定
資
産
税
課
（
☎
611
・

１
６
９
０
）
課
税
課
（
◯深
☎
642
・
３

４
１
０
◯醍
☎
571
・
６
４
１
０
）

Ｑ
　

市
税
を
払
い
忘

れ
て
い
た
ら
、「
納

付
が
な
い
と
滞
納
処
分
し

ま
す
」
と
書
か
れ
た
文
書

が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
…
。

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

│ 

滞
納
処
分 

│

地域のために役立ちたいと考えている
方、ボランティアに関心がある方、伏見
消防団では消防団員を募集しています。
お問い合わせは伏見消防署庶務係まで

各
コ
ー
ス
を
約
3
時
間
か
け
て
歩

き
ま
す
。

　

京
都
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る

コ
ー
ス
を
歩
く
本
イ
ベ
ン
ト
に
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
雨
天
決

行
。

日
時
・
コ
ー
ス（
出
発
地
点
〜
到
着
地
点
）

11
月
17
日（
木
）平
野
神
社
〜
上
賀

茂
神
社
、
12
月
15
日（
木
）上
賀
茂

神
社
〜
国
立
京
都
国
際
会
館
、
1

月
19
日
（
木
）
国
立
京
都
国
際
会
館

〜
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、2
月

16
日（
木
）京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
〜
平
安
神
宮
、
各
11
時
30
分

集
合
場
所
各
出
発
地
点
に
現
地
集

合
（
京
歩
2
0
1
1
の
横
断
幕
を

目
印
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。）

対
象
区
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学

さ
れ
て
い
る
方
で
、
現
地
集
合
及

び
現
地
解
散
が
可
能
な
方

定
員
各
回
30
名（
先
着
順
）

参
加
費
１
回
に
つ
き
200
円
（
保
険

代
含
む
）

申
込
み
問
合
せ
先
へ
電
話
で

問
合
せ
医
療
法
人
社
団
淀
さ
ん
せ

ん
会　

金
井
病
院　

地
域
医
療
連

携
室 

担
当
：
森
口（
☎
633
・
２
８

３
３
）

日
時
12
月
3
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

　

伏
見
区
で
は
、
人
権
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
様
々
な
啓
発
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
互
い

に
助
け
合
っ
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

ま
ち
を
築
く
た
め
に
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
何
が
で
き
る
の
か
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

い
ず
れ
も
無
料
、
申
込
不
要
、

当
日
先
着
順
で
す
。

12
月
は
人
権
月
間
で
す

16
時
30
分

会
場
京
都
教
育
大
学
藤
森
学
舎
Ｆ

棟
大
講
義
室
2

テ
ー
マ
若
い
世
代
か
ら
の
人
権

メ
ッ
セ
ー
ジ
：
改
め
て
見
つ
め
よ

う
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
原
点

演
題
ヒ
ロ
シ
マ
は
、
終
わ
っ
て
い

な
い
―
祖
母
の
思
い
を
受
け
継
い

で
―

講
師
岡 

千
尋
さ
ん
（
弁
護
士　

大
川
・
村
松
・
坂
本
法
律
事
務
所

所
属
）

定
員
450
名
（
手
話
通
訳
・
託
児
所

有
り
。
当
日
、
受
付
に
て
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
）

問
合
せ
深
草
支
所
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
☎
642
・
３
２
０
３
、
FAX 

641
・
０
６
７
２
）

日
時
12
月
11
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

15
時

会
場
醍
醐
交
流
会
館

演
題
と
も
に
生
き
る
地
域
社
会
を

め
ざ
し
て
〜
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る
に
は
〜

講
師
谷
口
明
広
先
生
（
愛
知
淑
徳

大
学
教
授
）

定
員
200
名
（
手
話
通
訳
の
希
望
は

12
月
1
日（
木
）
ま
で
に
要
申
込
）

問
合
せ
醍
醐
支
所
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
☎
571
・
６
１
３
５　

FAX 

571
・
２
６
７
３
）

　

淀
地
域
の
医
療
・
健
康
増
進
活

動
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
金
井
病
院
（
淀
木
津
町
）
で

は
、「
京
都
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
2
」

の
コ
ー
ス
を
6
回
に
分
け
て
歩
く

イ
ベ
ン
ト「
京
歩
2
0
1
1
」
を
、

来
年
2
月
ま
で
月
1
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

同
行
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
出

発
前
、
中
間
地
点
及
び
到
着
後
に

参
加
者
の
血
圧
や
脈
拍
等
の
測
定

を
し
て
体
調
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
適
切
な
運
動
量
を
把
握
す
る

た
め
に
参
加
者
の
歩
数
等
の
活
動

量
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
な
が
ら
、

　

10
月
15
日
は
「
自
治
記
念
日
」

で
す
。
明
治
31
年
の
こ
の
日
に
市

民
自
ら
の
手
に
よ
る
市
長
の
選

任
、
市
役
所
の
開
庁
と
い
う
真
の

自
治
権
を
獲
得
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
も
、
京
都
会
館
で
自
治
記

念
式
典
を
開
催
し
、
市
政
の
推
進

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
門

川
市
長
か
ら
表
彰
状
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

　

伏
見
区
か
ら
は
、
永
年
勤
続
市

政
協
力
委
員
21
名
等
、
様
々
な
分

野
で
活
動
さ
れ
て
い
る
個
人
95
名

11
団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

「
花
の
名
所
」
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
結
婚
、
誕
生
や
設
立
記
念

等
の
慶
事
を
迎
え
た
市
民
・
企

業
・
団
体
の
皆
さ
ん
に
費
用
の
一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
平
成

24
年
3
月
（
予
定
）
に
竹
田
公
園

（
竹
田
中
島
町
）
に
お
い
て
、
ギ

ン
ヨ
ウ
ア
カ
シ
ア
の
木
を
記
念
植

樹
し
て
い
た
だ
け
る
植
樹
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
（
15
本
程
度
）。

植
樹
場
所
に
は
記
念
プ
レ
ー
ト
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
植
樹
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
に
「
記
念
植
樹

感
謝
状
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

募
集
期
間
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

（
先
着
順
）

募
集
口
数
75
口
程
度
（
1
口
＝

1
万
円
、
5
口
で
1
本
植
樹
）

対
象
京
都
市
内
に
居
住
し
て
い
る

方
、
又
は
市
内
に
店
舗
・
事
務
所

等
が
あ
る
企
業
・
団
体
等
で
、
平

成
22
年
1
月
〜
平
成
23
年
12
月
に

慶
事
を
迎
え
ら
れ
る
方

申
込
み
緑
政
課
で
配
布
、
又
は
左

記
HP
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
問
合
せ
先
へ
郵

送
又
は
持
参
（
Ｅ
メ
ー
ル
及
び
FAX

不
可
。
郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日

当
日
消
印
有
効
。）

問
合
せ
市
建
設
局
緑
政
課
緑
化
推

進
担
当
（
〒
604-

８
５
７
１ 

中
京

区
寺
町
通
御
池
上
る
上
本
能
寺
前

町
488
番
地
、
☎
222
・
３
５
８
９
、

HP 
http://www.city.kyoto.

lg.jp/kensetu/soshiki/

10-4-1-0-0_40.html

）

　

家
族
の
健
康
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
お
せ
ち
料
理
は
、
伝
え
続

け
て
い
き
た
い
保
存
食
で
も
あ
り

ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
前

に
、
今
年
は
お
せ
ち
を
手
作
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

感
染
性
胃
腸
炎
は
、
細
菌
、
ウ

イ
ル
ス
等
の
感
染
性
病
原
体
に
よ

る
嘔
吐
、
下
痢
を
主
症
状
と
し
た

感
染
症
の
総
称
で
す
。
病
原
体

は
、
冬
期
は
主
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
等
の
ウ
イ
ル

ス
性
の
も

の
が
中
心

で
、
夏
期

は
細
菌
性

を
原
因
と

し
た
も
の
が
主
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
流
行
し
た
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
は
、
11
月
か
ら
3
月
に
か

け
て
流
行
し
ま
す
。
少
量
の
ウ
イ

ル
ス
で
感
染
し
、
症
状
消
失
後
も

2
週
間
程
度
、
便
か
ら
ウ
イ
ル
ス

が
排
出
さ
れ
ま
す
。
食
中
毒
以
外

に
、
施
設
や
家
庭
で
患
者
の
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
た
手
す
り
や
ド
ア

ノ
ブ
に
触
っ
た
り
、
嘔
吐
時
の
空

中
に
浮
遊
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い

込
む
こ
と
に
よ
り
感
染
が
広
が

り
、
集
団
感
染
を
ひ
き
お
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
感

染
力
が
強
く
、
人
の
小
腸
粘
膜
で

増
殖
し
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、
下

痢
、
発
熱
等
風
邪
に
似
た
症
状
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
予
後
は
良
好

で
す
が
、
脱
水
症
状
が
強
い
時
は

水
分
補
給
等
の
対
症
療
法
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
な
い
た
め
に
以
下
の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
予
防
し
ま
し
ょ

う
！

《
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

★
食
品
対
策
…
二
枚
貝
の
生
食
を

避
け
、
食
品
の
中
心
部
ま
で
85
度

で
1
分
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

★
手
洗
い
…
特
に
調
理
前
後
、
ト

イ
レ
や
オ
ム
ツ
交
換
時
、
石
鹸
を

泡
立
て
流
水
で
30
秒
以
上
洗
い
ま

し
ょ
う
。

★
衛
生
管
理
…
調
理
器
具
や
ふ
き

ん
は
洗
浄
後
、
熱
湯
又
は
0.02
％
塩

素
系
漂
白
剤
（
※
１
）
で
消
毒
し

ま
し
ょ
う

★
汚
物
処
理
…
十
分
な
換
気
の
も

と
で
マ
ス
ク
と
手
袋
を
着
用
し
て

吐
物
を
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
ふ
き

と
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
処
分

し
ま
し
ょ
う
。
床
も
再
度
、
0.1
％

塩
素
系
漂
白
剤
（
※
２
）
で
消
毒

し
ま
し
ょ
う
。

※
1　

0.02
％
塩
素
系
漂
白
剤

の
作
り
方

・
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含

む
塩
素
系
漂
白
剤
（
約
5
％
）
を

250
倍
希
釈
す
る

【
メ
ニ
ュ
ー
】
鮭
の
バ
ラ
寿
司
、
黒

豆
、
田
作
り
、
数
の
子

【
講
師
】
力
石
さ
ち
（
料
理
研
究
家
）

日
時
12
月
6
日
（
火
）、
11
日（
日
）、

各
10
時
〜
14
時

会
場
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
高
校
生
以
上
（
託
児
は
で
き

ま
せ
ん
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き

定
員
各
回
20
名
（
先
着
順
）

費
用
800
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
参
加
者
全
員
の

名
前
・
年
齢
・
連
絡
先
を
前
日
ま

で
に
電
話
（
641
・
０
９
１
１
）、
FAX

（
641
・
０
９
１
２
）、HP

（http:

//www.miyako-eco.jp/

）
又
は

来
館
に
て
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

10
月
16
日
、
藤
森
神
社
で
「
第

21
回
深
草
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
京
都
聖
母
学
院

小
学
校
の
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ク
ラ
ブ
の
ス
テ
ー
ジ
演
奏
や
、
防

災
に
関
す
る
ブ
ー
ス
で
は
龍
谷
大

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

セ
ン
タ
ー
の
出
店
等
、
世
代
を
超

え
た
交
流
の
場
と
し
て
賑
わ
い
ま

　

10
月
15
日
、
は
な
ぶ
さ
児
童
館

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
（
小
学
4
年

生
〜
高
校
生
）
か
ら
東
日
本
大
震

災
義
援
金
（
2
万
8
千
500
円
）
を

受
け
ま
し
た
。

　

同
館
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
、
7
月
に
開
催
し
た
夏
祭
り

で
、
手
作
り
し
た
「
ス
イ
ー
ツ
デ

コ
」
を
販
売
し
、
売
上
を
義
援
金

に
し
よ
う
と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

「
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
託
さ
れ
た
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
現
地
に
届
け
ら
れ
、
被
災
地
の

た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

し
た
。
地
域
の
方
々
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
模
擬
店
等
も
多
数

出
店
し
、
深
草
地
域
の
活
力
を
肌

で
感
じ
ら
れ
る
催
し
と
な
り
ま
し

た
。

第
21
回
深
草
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
を
盛
大
に
開
催

は
な
ぶ
さ
児
童
館
か
ら

義
援
金
を
受
け
ま
し
た

安
心
安
全
推
進
街
頭
啓
発

「
こ
う
し
て
放
水
す
る
ん
や

で
」
と
、
運
動
会
で
子
ど

も
た
ち
に
優
し
く
指
導
し

て
い
る
向
島
分
団
員
で
す
。

季
節
の
料
理
教
室「
と
っ
て

お
き
の
手
作
り
お
せ
ち
」

女
性
に
対
す
る

 

暴
力
を
な
く
す
運
動
を
実
施
中

　

11
月
12
日
（
土
）
か
ら
11
月
25

日
（
金
）
ま
で
の
2
週
間
、
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
の
根
底
に
は
、
女
性
の
人
権

の
軽
視
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く

上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
）
に
ご
注
意
!!

京
都
マ
ラ
ソ
ン
応
援
イ
ベ
ン
ト

 

「
京
歩
2
0
1
1
」

　

区
役
所
や
年
金
事
務
所
等
の
職

員
を
装
い
、
個
人
情
報
を
聞
き
出

し
た
り
、
銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現

金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
詐

欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
等
を
受
け

た
と
き
は
、
相
手
の
言
い
な
り
に

な
ら
ず
に
、
相
手
の
氏
名
・
所

属
・
連
絡
先
を
確
認
し
、
区
役

所
・
年
金
事
務
所
・
警
察
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

職
員
に
な
り
す
ま
し

た
電
話
や
訪
問
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

多様な個性を尊重し、
人権文化が根付く社会を
築きましょう

人
権
を
考
え
る
講
演
会

【
ふ
し
み
人
権
の
集
い

 

2
0
1
1
第
2
回
学
習
会
】

人
権
を
考
え
る
講
演
会

○
12
月
1
日（
木
）

11
時
30
分
〜
京
阪
淀
駅
周
辺

16
時
30
分
〜
大
手
筋
商
店
街

○
12
月
1
日（
木
）

11
時
30
分
〜
京
阪
伏
見
稲
荷
駅
周

辺
、
ダ
イ
エ
ー
藤
森
店
前
、
京
都

医
療
セ
ン
タ
ー
前

○
12
月
8
日（
木
）

14
時
30
分
〜
医
仁
会
武
田
総
合
病

院
前

15
時
30
分
〜
パ
セ
オ
・
ダ
イ
ゴ

ロ
ー
前
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ナ
ン
六
地
蔵
店
前
、
マ
ツ
ヤ
ス
ー

パ
ー
醍
醐
店
前

街
頭
啓
発

区
役
所
（
支
所
）
ロ
ビ
ー
で
パ

ネ
ル
展
示
を
実
施

　

11
月
11
日
（
金
）
か
ら
11
月
25

日（
金
）
ま
で
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
等
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え

る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
相

談
窓
口
を
開
設

　

場
所
は
非
公
開
。
来
所
相
談
は

要
予
約
。

相
談
受
付
日
時
月
〜
土
曜
（
日
曜
・

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）、

9
時
〜
17
時
15
分

相
談
電
話
番
号
☎
874
・Ｄ

Ｖ

４よ

９く

７な

１い

（
相
談
受
付
時
間
外
は
☎
874
・
７

０
５
１
へ
）

問
合
せ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
☎
222
・
３
０
９
１
）

　

12
月
1
日
（
木
）
〜
22
日
（
木
）

に
区
役
所
・
支
所
、
駅
、
金
融
機

関
等
で
区
内
小
・
中
学
生
の
作
品

を
展
示
。

絵
画
ポ
ス
タ
ー
展

水
500
㎖
に
入
れ
る

原
液
2
㎖

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
半
分

足
ら
ず
位
）

原
液
10
㎖

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
2
杯
）

水
500
㎖
に
入
れ
る

〜「
花
の
名
所
」

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？
〜

　

全
国
地
域
安
全
運
動
の
初
日
で

あ
る
10
月
11
日
と
15
日
に
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現

の
た
め
、
醍
醐
地
域
防
犯
推
進
委

員
協
議
会
、
醍
醐
地
域
生
活
安
全

推
進
協
議
会
が
、
山
科
警
察
署
、

醍
醐
支
所
と
共
に
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
醍
醐
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
ち
も
ち
ぃ
ん
も
活
動
に
参

加
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

※
２　

0.1
％
塩
素
系
漂
白
剤

の
作
り
方

・
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む

塩
素
系
漂
白
剤（
約
5
％
）
を
50
倍
希

釈
す
る

第1回目のようす

自
治
記
念
式
典

伏
見
区
の
95
名
11
団
体
に
表
彰
状
を
贈
呈

（女性に対す
る暴力根絶の
ためのシンボ
ルマーク）

パープルリボ
ン（「女性に
対する暴力を
なくす運動」
のシンボル）


